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宗
教
は
私
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か
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ロ

　
一
確
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論
の
応
用
の
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当
化
と
科
学
的
経
験
の
超
越
論
二
一

否
定
神
学
化
す
る
哲
学
…
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…
：
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…
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・
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…
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…
…
関

　
一
J
－
L
・
マ
リ
オ
ン
の
宗
教
哲
学
一
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意
味
論
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真
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と
そ
の
病
理
性
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い
て
…
…
…
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…
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田
明
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京
都
哲
学
会
規
約

一、

{
会
は
広
義
に
お
け
る
哲
学
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
図
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　
e
会
誌
「
哲
学
研
究
」
を
発
行
す
る
。

　
口
毎
年
公
開
講
演
会
を
開
く
。

　
㊨
随
時
研
究
会
を
開
く
。

三
、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
。

　
委
員
会
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り
代
表
｝
名
を
お
く
。
委
員
は

　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
旧
哲
学
科
系
所
属
教
官
の

　
有
志
、
お
よ
び
委
員
会
に
お
い
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る
。

四
、
委
員
会
の
中
に
「
哲
学
研
究
」
の
編
集
委
員
会
を
お
く
。

五
、
本
会
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
。
賛
助
員
は
会
員
の
中
か

　
ら
委
員
会
が
推
薦
す
る
。

六
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
、
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け

　
な
い
。
学
校
・
図
書
館
・
其
他
の
団
体
は
団
体
の
名
を
以
て

　
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
、
会
員
は
年
会
費
一
、
○
○
○
円
と
会
誌
代
五
、
○
○
○
円

　
（
数
冊
分
）
を
前
納
す
る
。

八
、
会
員
は
会
誌
の
配
布
を
受
け
会
誌
に
予
告
す
る
諸
種
の
行

　
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
、
本
会
は
事
務
所
を
京
都
大
学
文
学
部
内
に
お
く
。

十
、
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。
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告

●

京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
予
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
時
　
　
十
一
月
三
日
（
月
）
午
後
、
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
場
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
新
館
第
三
講
義
室

一、

J
ン
ト
《
O
O
自
ω
℃
o
ω
窪
ヨ
＝
B
》
の

　
　
　
哲
学
史
的
位
置
に
つ
い
て
…
…
・
…
…
…
…
・
…
京
都
大
学
大
学
院
助
教
授
福
谷

一、

_
経
回
路
網
に
よ
る
情
報
の
表
現
…
…
…
…
京
都
大
学
大
学
院
教
授
櫻
　
　
井
　
　
芳

※
　
右
終
了
後
京
大
会
館
に
お
い
て
懇
親
晩
餐
会
（
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
）
を
開
き
ま
す
。
（
会
費
五
千
円
）

※
　
所
属
機
関
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
学
会
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

平
成
十
五
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
　
都
　
　
哲
　
　
学

雄茂A万



折
口
学
研
究
　
箪
叩
五
百
七
十
・
六
号

一
五
四

次目」］taζ窩
月1」写

志
向
性
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
中
畑
正

　
－
現
在
状
況
と
歴
史
的
背
景
（
二
）
i

フ
ラ
ン
ス
反
省
哲
学
に
お
け
る
神
の
問
題

　
ー
ラ
ユ
ヨ
…
『
神
に
つ
い
て
の
講
義
㎞

　
　
を
め
ぐ
っ
て
…
…
…
…
…
…
杉
　
村
　
靖

実
践
知
と
意
志
の
弱
さ
…
…
…
…
…
松
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伸

　
　
ト
マ
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・
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ク
ィ
ナ
ス
の
無
抑
捌
論
…

神
の
内
な
る
自
然
…
…
…
－
…
…
…
・
浅
沼
光

　
ー
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
第
二
の
端
緒
と
し
て
一

士’じ、治彦樹

次号論文予告

ヘ
ー
ゲ
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と
近
代
散
文
文
芸
…
…
…
岩

　
i
美
学
講
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の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
ー

志
向
性
…
…
…
…
…
…
・
…
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…
申

1
現
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況
と
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（
三
）
…

城
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志

徳
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認
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：
：
…
：
：
：
：
：
：
・
…
：
：
周
藤
多
紀

　
i
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
親
和
韓
…
に
よ
る
認
㎜
誠
一

究
極
的
真
理
と
世
俗
の
真
理
：
…
・
…
赤
　
羽
　
　
　
律

　
…
ジ
凱
ニ
ャ
…
ナ
ガ
ル
バ
の
二
真
理
説
と

チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
思
霜
ゆ
的
立
場
ー



Aム

告

一、

{
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
。
入
会
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大

学
文
学
部
内
京
都
哲
学
会
（
振
替
口
座
○
「
○
こ
O
I
「
1

四
〇
三
九
　
京
都
哲
学
会
）
宛
に
年
会
費
一
、
○
○
○
円
と

会
誌
代
五
、
○
○
○
円
（
数
冊
分
）
を
お
支
払
下
さ
い
。
又

会
員
へ
の
会
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
発
売
に

関
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
一
　
1
六
－
七
三
文
社

　
（
振
替
口
座
○
○
ご
～
0
1
0
1
九
二
四
七
二
）
宛
に
願
い

ま
す
。

一、

?
員
の
転
居
・
入
退
会
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
　
切
は

京
都
哲
学
会
員
に
御
通
知
下
さ
い
。

｝、

{
誌
の
編
集
に
関
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
会
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。
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三
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三
〉

平
成
十
五
年
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五
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印
刷

平
成
十
五
年
十
月
十
日
　
発
行

編三編
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員人野

鴨
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大
学
文
学
部
内
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井
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俊
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三

宙
小
山
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一
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一
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電
話
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ー
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振
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○
○
一
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－
○
－
九
二
四
七
二

あ
か
つ
き
B
P
株
式
会
社

　
　
註
　
文
　
規
　
定

｝、

{
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共

三
円
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
。

二
部
、
送
料
七
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